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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウンリンク信号送信方法であって、
　送信端デバイスにより、第3の信号を使用して時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を識別するステップであって、前記第3の信号の位置が、時間領域
における前記第1の信号および／または前記第2の信号の位置情報に基づいて生成される、
ステップと、
　前記送信端デバイスにより、時間領域における前記第1の信号および／または前記第2の
信号の前記位置情報に基づいて前記第3の信号のシーケンスを決定し、セル識別情報を使
用してスクランブリングを実行するステップと、
　前記第1の信号、前記第2の信号、および前記第3の信号を含むフレームを送信するステ
ップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記送信端デバイスにより、前記第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を
識別するステップであって、前記チャネルが、ブロードキャストチャネルおよび／または
共有チャネルおよび／または制御チャネルを含む、ステップ
　をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　ダウンリンク信号受信方法であって、



(2) JP 6765507 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

　受信端デバイスにより、第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受
信するステップと、
　前記受信端デバイスにより、前記第1の信号および前記第2の信号に基づいてセル識別情
報を取得するステップと、
　前記受信端デバイスにより、前記セル識別情報に基づいてスクランブリングシーケンス
を取得するステップと、
　前記受信端デバイスにより、前記スクランブリングシーケンスに基づいて前記第3の信
号のシーケンスを検出するステップであって、前記第3の信号の位置が、時間領域におけ
る前記第1の信号および／または前記第2の信号の位置情報に基づいて生成される、ステッ
プと、
　前記受信端デバイスにより、前記第3の信号の前記シーケンスに基づいて、時間領域に
おける前記第1の信号および／または前記第2の信号の前記位置情報を特定するステップと
　を含む方法。
【請求項４】
　前記受信端デバイスにより、前記第3の信号に基づいてチャネルのサブキャリア間隔を
特定するステップであって、前記チャネルが、ブロードキャストチャネルおよび／または
共有チャネルおよび／または制御チャネルを含む、ステップ
　をさらに含む、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　第3の信号に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情
報を識別するように構成される指示ユニットであって、前記第3の信号の位置が、時間領
域における前記第1の信号および／または前記第2の信号の位置情報に基づいて生成される
、指示ユニットと、
　時間領域における前記第1の信号および／または前記第2の信号の前記位置情報に基づい
て前記第3の信号のシーケンスを決定し、セル識別情報を使用してスクランブリングを実
行するように構成される決定ユニットと、
　前記第1の信号、前記第2の信号、および前記第3の信号を含むフレームを送信するよう
に構成される送信ユニットと
　を備える送信端デバイス。
【請求項６】
　前記指示ユニットが、前記第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を識別し
、前記チャネルが、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／また
は制御チャネルを含む、ようにさらに構成される、請求項5に記載の送信端デバイス。
【請求項７】
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受信するように構成される
受信ユニットと、
　前記第1の信号および前記第2の信号に基づいてセル識別情報を取得し、前記セル識別情
報に基づいてスクランブリングシーケンスを取得するように構成される取得ユニットと、
　前記スクランブリングシーケンスに基づいて前記第3の信号のシーケンスを検出し、前
記第3の信号の位置が、時間領域における前記第1の信号および／または前記第2の信号の
位置情報に基づいて生成される、ように構成される検出ユニットと、
　前記第3の信号の前記シーケンスに基づいて、時間領域における前記第1の信号および／
または前記第2の信号の前記位置情報を特定するように構成される特定ユニットと
　を備える受信端デバイス。
【請求項８】
　前記特定ユニットが、前記第3の信号に基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定す
るようにされに構成され、前記チャネルが、ブロードキャストチャネルおよび／または共
有チャネルおよび／または制御チャネルを含む、請求項7に記載の受信端デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、2016年8月11日に中華人民
共和国国家知的財産局に出願された、「DOWNLINK SIGNAL SENDING METHOD, DOWNLINK SIG
NAL RECEIVING METHOD, TRANSMIT END DEVICE, AND RECEIVE END DEVICE」と題する、中
国特許出願第201610658788.4号の優先権を主張する。
【０００２】
　本発明は通信分野に関し、詳細には、ワイヤレス通信システムにおけるダウンリンク信
号の送受信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　モバイルインターネット技術が急成長しており、4G技術が広く適用され、より大きな通
信容量が必要とされている。既存の周波数帯域リソースは、すでに通信容量要件を満たす
ことができない。したがって、高周波通信が、5G技術などの将来の通信技術の重要な研究
方向になっている。
【０００４】
　ワイヤレス通信システム、特に高周波通信システムでは、無線信号の広いカバレージを
保証するために、ビームフォーミング技術が使用される必要がある。高周波通信では、ビ
ームフォーミング動作を実行してより広いカバレージを実現するために、比較的大量のア
ンテナが一般に使用される。ビームフォーミングは、アナログビームフォーミングおよび
デジタルビームフォーミングを含む。アナログビームフォーミングのコストは、デジタル
ビームフォーミングのコストよりも低い。
【０００５】
　アナログビームフォーミング技術とデジタルビームフォーミング技術との間の違いの1
つは、アナログビームフォーミング技術を使用することにより、一度に1つのビームしか
形成することができないことである。したがって、異なる方向に情報を送信するために、
アナログビームフォーミング技術では、情報は異なるビームを使用して異なる時間に送信
される必要があり、その結果、同期信号は、異なる時間に掃引モードで異なるビーム上で
送信されなければならない。既存のロングタームエボリューション（Long Term Evolutio
n、LTE）システムにおいて同期信号を送信する全方向モードと比較して、アナログビーム
フォーミング技術は、より広いカバレージを実現することができるが、送信回数が著しく
増加する。アナログビームフォーミング技術では、1つのサブフレーム内で複数のビーム
が送信されてもよく、フレーム内の複数のサブフレーム内でビームが送信されてもよい。
1つのサブフレーム内で複数のビームが送信されるか、1つのフレーム内の複数のサブフレ
ーム内でビームが送信されるかにかかわらず、サブフレーム内で目下検出された同期信号
のシンボルシーケンス番号は取得することができず、サブフレーム番号、フレーム番号、
ビームID（ビーム識別子）、およびビームグループID（ビームグループ識別子）などの、
同期信号の位置情報も取得することができない。
【０００６】
　既存の通信システム、たとえばLTEシステムでは、各サブフレーム内に1つの同期信号し
か存在せず、同期信号が位置するシンボルは固定されている。したがって、同期信号が位
置するシンボルのシーケンス番号は示される必要がない。また、既存のLTEシステムでは2
次同期信号（Secondary synchronization signal、英語の略称SSS）および1次同期信号（
Primary synchronization signal、英語の略称PSS）を含む2つの同期信号が各サブフレー
ム内に存在する。1次同期信号PSSおよび2次同期信号SSSは、時間領域において時分割方式
で送信される。したがって、PSSおよびSSSは少なくとも2つのシンボルを占有する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　既存のLTEシステムまたは発展型LTEシステムなどの既存の通信システムでは、複数の同
期信号が1つのサブフレーム内で送信される場合、同期信号が位置するシンボルのシーケ
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ンス番号を区別することができず、同期信号がフレーム内の複数のサブフレーム内で送信
される場合、サブフレーム番号を区別することができない。加えて、既存のLTEシステム
または発展型LTEシステムなどの通信システムでは、PSSおよびSSSなどの異なる同期信号
は、少なくとも2つのシンボルを占有する。したがって、既存の通信システムは、単一シ
ンボル同期信号の送信をサポートしない。その結果、ビーム掃引速度が制限される。
【０００８】
　本発明の実施形態は、時間領域における信号の位置情報およびチャネルのサブキャリア
間隔を示すために、ダウンリンク信号送信方法、ダウンリンク信号受信方法、送信端デバ
イス、および受信端デバイスを提供する。
【０００９】
　第1の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号送信方法を提供し、方法
は、
　送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の
信号との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号
の位置情報を示すステップと、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するステップと
　を含む。
【００１０】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【００１１】
　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を示すステップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1の信号によっ
て占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス番号
の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示す
ステップ
　を含む。
【００１２】
　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を示すステップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占
有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、時間領
域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すステップ
　を含む。
【００１３】
　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を示すステップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソースブロックシ
ーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位
置情報を示すステップ
　を含む。
【００１４】
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　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を示すステップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソースブロックシー
ケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置
情報を示すステップ
　を含む。
【００１５】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００１６】
　第2の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号受信方法を提供し、方法
は、
　受信端デバイスにより、第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するステップ
と、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係を
取得するステップと、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定するス
テップと
　を含む。
【００１７】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係を取得するステップは、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係を取得するステップ
　である。
【００１８】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を
特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1の信号によっ
て占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス番号の差に基
づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定するステ
ップ
　を含む。
【００１９】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を
特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占
有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、時間領
域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定するステップ
　を含む。
【００２０】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
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位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を
特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソースブロックシ
ーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位
置情報を示すステップ
　を含む。
【００２１】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を
特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソースブロックシー
ケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置
情報を特定するステップ
　を含む。
【００２２】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００２３】
　第3の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号送信方法を提供し、方法
は、
　送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の
信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステップと、
　第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信するステップと
　を含み、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００２４】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【００２５】
　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステ
ップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1の信号によっ
て占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス番号
の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステップ
　を含む。
【００２６】
　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステ
ップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占
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有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、チャネ
ルのサブキャリア間隔を示すステップ
　を含む。
【００２７】
　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステ
ップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソースブロックシ
ーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステップ
　を含む。
【００２８】
　一例では、送信端デバイスにより、周波数領域および／または時間領域における第1の
信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステ
ップは、
　送信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソースブロックシー
ケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すステップ
　を含む。
【００２９】
　第4の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号受信方法を提供し、方法
は、
　受信端デバイスにより、第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するステップ
と、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係を
取得するステップと、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップと
　を含み、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００３０】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップは、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップ
　である。
【００３１】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1の信号によっ
て占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス番号の差に基
づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップ
　を含む。
【００３２】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占
有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、チャネ
ルのサブキャリア間隔を特定するステップ
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　を含む。
【００３３】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソースブロックシ
ーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップ
　を含む。
【００３４】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップは、
　受信端デバイスにより、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号に
よって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソースブロックシー
ケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するステップ
　を含む。
【００３５】
　第5の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号送信方法を提供し、方法
は、
　送信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信
号および／または第2の信号の位置情報を示すステップと、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するステップと
　を含む。
【００３６】
　一例では、送信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域にお
ける第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すステップは、具体的に、
　送信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、
時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すステップ
　である。
【００３７】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００３８】
　一例では、ルートシーケンス番号の値は、それに対応して、第1の信号および／または
第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、
ビームグループ番号、およびセル識別グループ番号のうちの1つまたは複数に基づいて決
定される。
【００３９】
　第6の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号受信方法を提供し、方法
は、
　受信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出する
ステップと、
　第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を特定するステップと
　を含む。
【００４０】
　一例では、受信端デバイスは、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号を取得
するために第1の信号を検出し、
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　第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、時間領域における第1の信
号および／または第2の信号の位置情報を特定する。
【００４１】
　一例では、受信端デバイスが第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出
することは、
　受信端デバイスが、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出し、最も
強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルートシーケンス番号を取得す
るために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、ならびにルートシーケンス
番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づいて計算を介して取得され
た第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行すること
　を含む。
【００４２】
　第7の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号送信方法を提供し、方法
は、
　送信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間
隔を示すステップと、
　第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信するステップと
　を含み、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００４３】
　一例では、送信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブ
キャリア間隔を示すステップは、具体的に、
　送信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、
チャネルのサブキャリア間隔を示すステップ
　である。
【００４４】
　第8の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号受信方法を提供し、方法
は、
　受信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出する
ステップと、
　第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定するステップと
　を含み、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００４５】
　一例では、受信端デバイスは、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号を取得
するために第1の信号を検出し、
　第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、チャネルのサブキャリア
間隔を特定する。
【００４６】
　一例では、受信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号
を検出するステップは、
　受信端デバイスにより、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出し、
最も強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルートシーケンス番号を取
得するために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、ならびにルートシーケ
ンス番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づいて計算を介して取得
された第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行するステップ
　をさらに含む。
【００４７】
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　第9の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号送信方法を提供し、方法
は、
　送信端デバイスにより、第3の信号を使用して時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を示すステップであって、第3の信号の位置が、時間領域における
第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される、ステップと、
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを送信するステップと
　を含む。
【００４８】
　一例では、方法は、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報に
基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、セル識別情報を使用してスクランブリングを
実行するステップをさらに含む。
【００４９】
　一例では、方法は、セル識別情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、時間領
域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を使用してスクランブリングを
実行するステップをさらに含む。
【００５０】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００５１】
　第10の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号受信方法を提供し、方法
は、
　受信端デバイスにより、第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受
信するステップと、
　第3の信号のシーケンスを検出するステップであって、第3の信号の位置が、時間領域に
おける第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される、ステップと
、
　第3の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を特定するステップと
　を含む。
【００５２】
　一例では、方法は、受信端デバイスにより、セル識別情報を取得するために第1の信号
および／または第2の信号を検出するステップと、
　セル識別情報に基づいてスクランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケン
スを取得するためにスクランブリングシーケンスに基づいて第3の信号を検出するステッ
プと、
　第3の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を特定するステップと
　をさらに含む。
【００５３】
　一例では、第3の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／ま
たは第2の信号の位置情報を特定するステップは、
　第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号のシーケンスを検出し、第3の信号
のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、時間領域における第1の信号および／
または第2の信号の位置情報を特定するステップ
　を含む。
【００５４】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
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に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００５５】
　第11の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号送信方法を提供し、方法
は、
　送信端デバイスにより、第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を示すステ
ップであって、第3の信号の位置が、時間領域における第1の信号および／または第2の信
号の位置情報に基づいて生成される、ステップと、
　第3の信号およびチャネルを含むフレームを送信するステップと
　を含み、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００５６】
　一例では、方法は、
　時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて第3の信号
のシーケンスを決定し、セル識別情報を使用してスクランブリングを実行するステップ
　をさらに含む。
【００５７】
　一例では、方法は、
　セル識別情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報を使用してスクランブリングを実行するステップ
　をさらに含む。
【００５８】
　第12の態様によれば、本発明の一実施形態はダウンリンク信号受信方法を提供し、方法
は、
　受信端デバイスにより、第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受
信するステップと
　第3の信号のシーケンスを検出するステップであって、第3の信号の位置が、時間領域に
おける第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される、ステップと
、
　第3の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定するステップと
　を含み、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００５９】
　一例では、方法は、
　受信端デバイスにより、セル識別情報を取得するために第1の信号および／または第2の
信号を検出するステップと、
　セル識別情報に基づいてスクランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケン
スを取得するためにスクランブリングシーケンスに基づいて第3の信号を検出するステッ
プと、
　第3の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定するステップと
　をさらに含む。
【００６０】
　一例では、第3の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定する
ステップは、
　第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号のシーケンスを検出し、第3の信号
のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定す
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るステップ
　を含む。
【００６１】
　第13の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すように
構成される指示ユニットと、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するように構成される送信ユニットと
　を含む、送信端デバイスを提供する。
【００６２】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【００６３】
　一例では、指示ユニットは、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1の信号に
よって占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス
番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を
示すようにさらに構成される。
【００６４】
　一例では、指示ユニットは、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によっ
て占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、時
間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すようにさらに構成さ
れる。
【００６５】
　一例では、指示ユニットは、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信
号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソースブロッ
クシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号
の位置情報を示すようにさらに構成される。
【００６６】
　一例では、指示ユニットは、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信
号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソースブロック
シーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の
位置情報を示すようにさらに構成される。
【００６７】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００６８】
　第14の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するように構成される受信ユニットと
、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係を
取得するように構成される取得ユニットと、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定するよ
うに構成される特定ユニットと
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　を含む、受信端デバイスを提供する。
【００６９】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係を取得するステップは、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係を取得するステップ
　である。
【００７０】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリアと
第1の信号によって占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケ
ンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情
報を特定するように構成される。
【００７１】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の
信号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基
づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定するよう
に構成される。
【００７２】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロッ
クと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリ
ソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／ま
たは第2の信号の位置情報を示すように構成される。
【００７３】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロッ
クと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソ
ースブロックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を特定するように構成される。
【００７４】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００７５】
　第15の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される指示ユニットと、
　第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信するように構成される送
信ユニットと
　を含む、送信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００７６】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【００７７】
　一例では、指示ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリアと
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第1の信号によって占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリ
アシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される
。
【００７８】
　一例では、指示ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の
信号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基
づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【００７９】
　一例では、指示ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロッ
クと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリ
ソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すよう
に構成される。
【００８０】
　一例では、指示ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロッ
クと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソ
ースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように
構成される。
【００８１】
　第16の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するように構成される受信ユニットと
、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係を
取得するように構成される取得ユニットと、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される特定ユニットと
　を含む、受信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００８２】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、周波数領域および／または時間領域における第
1の信号と第2の信号との間の相対的な位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔
を特定するように構成される。
【００８３】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリアと
第1の信号によって占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケ
ンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【００８４】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の
信号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基
づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【００８５】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロッ
クと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリ
ソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定する
ように構成される。
【００８６】
　一例では、特定ユニットは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロッ
クと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソ
ースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するよ
うに構成される。
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【００８７】
　第17の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を示すように構成される指示ユニットと、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するように構成される送信ユニットと
　を含む、送信端デバイスを提供する。
【００８８】
　一例では、指示ユニットは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンスに
基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すように
構成される。
【００８９】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【００９０】
　一例では、ルートシーケンス番号の値は、それに対応して、第1の信号および／または
第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、
ビームグループ番号、およびセル識別グループ番号のうちの1つまたは複数に基づいて決
定される。
【００９１】
　第18の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出するように構成される検出ユ
ニットと、
　第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を特定するように構成される特定ユニットと
　を含む、受信端デバイスを提供する。
【００９２】
　一例では、検出ユニットは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番
号を取得するために第1の信号を検出するように構成され、特定ユニットは、具体的に、
第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報を特定するように構成される。
【００９３】
　一例では、検出ユニットは、具体的に、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の
信号を検出し、最も強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルートシー
ケンス番号を取得するために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、ならび
にルートシーケンス番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づいて計
算を介して取得された第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行するように構成さ
れる。
【００９４】
　第19の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を示すように構成され
る指示ユニットと、
　第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信するように構成される送
信ユニットと
　を含む、送信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００９５】
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　一例では、指示ユニットは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番
号に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【００９６】
　第20の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出するように構成される検出ユ
ニットと、
　第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成
される特定ユニットと
　を含む、受信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【００９７】
　一例では、検出ユニットは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番
号に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【００９８】
　一例では、検出ユニットは、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出
し、最も強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルートシーケンス番号
を取得するために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、ならびにルートシ
ーケンス番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づいて計算を介して
取得された第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行するようにさらに構成される
。
【００９９】
　第21の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第3の信号を使用して時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報
を示すように構成される指示ユニットであって、第3の信号の位置が、時間領域における
第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される、指示ユニットと、
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを送信するように構成される
送信ユニットと
　を含む、送信端デバイスを提供する。
【０１００】
　一例では、送信端デバイスは決定ユニットをさらに含み、決定ユニットは、時間領域に
おける第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて第3の信号のシーケンス
を決定し、セル識別情報を使用してスクランブリングを実行するように構成される。
【０１０１】
　一例では、送信端デバイスは決定ユニットをさらに含み、決定ユニットは、セル識別情
報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を使用してスクランブリングを実行するように構成される。
【０１０２】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０１０３】
　第22の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受信するように構成される
受信ユニットと、
　第3の信号のシーケンスを検出するように構成される検出ユニットであって、第3の信号
の位置が、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生
成される、検出ユニットと、
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　第3の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を特定するように構成される特定ユニットと
　を含む、受信端デバイスを提供する。
【０１０４】
　一例では、検出ユニットは、具体的に、セル識別情報を取得するために第1の信号およ
び／または第2の信号を検出するように構成され、特定ユニットは、具体的に、セル識別
情報に基づいてスクランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケンスを取得す
るためにスクランブリングシーケンスに基づいて第3の信号を検出し、第3の信号のシーケ
ンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定
するように構成される。
【０１０５】
　一例では、検出ユニットは、第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号のシー
ケンスを検出するようにさらに構成され、特定ユニットは、第3の信号のシーケンスのル
ートシーケンス番号に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の
位置情報を特定するようにさらに構成される。
【０１０６】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０１０７】
　第23の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される指示ユニッ
トであって、第3の信号の位置が、時間領域における第1の信号および／または第2の信号
の位置情報に基づいて生成される、指示ユニットと、
　第3の信号およびチャネルを含むフレームを送信するように構成される送信ユニットと
　を含む、送信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０１０８】
　一例では、送信端デバイスは決定ユニットをさらに含み、決定ユニットは、時間領域に
おける第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて第3の信号のシーケンス
を決定し、セル識別情報を使用してスクランブリングを実行するように構成される。
【０１０９】
　一例では、送信端デバイスは決定ユニットをさらに含み、決定ユニットは、セル識別情
報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を使用してスクランブリングを実行するように構成される。
【０１１０】
　第24の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受信するように構成される
受信ユニットと
　第3の信号のシーケンスを検出するように構成される検出ユニットであって、第3の信号
の位置が、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生
成される、検出ユニットと、
　第3の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成
される特定ユニットと
　を含む、受信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
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【０１１１】
　一例では、検出ユニットは、セル識別情報を取得するために第1の信号および／または
第2の信号を検出するようにさらに構成され、特定ユニットは、セル識別情報に基づいて
スクランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケンスを取得するためにスクラ
ンブリングシーケンスに基づいて第3の信号を検出し、第3の信号のシーケンスに基づいて
チャネルのサブキャリア間隔を特定するようにさらに構成される。
【０１１２】
　一例では、特定ユニットは、第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号のシー
ケンスを検出し、第3の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、チャネル
のサブキャリア間隔を特定するようにさらに構成される。
【０１１３】
　第25の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すように
構成されるプロセッサと、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するように構成される送信機と
　を含む、送信端デバイスを提供する。
【０１１４】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【０１１５】
　一例では、プロセッサは、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1の信号によ
って占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス番
号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示
すようにさらに構成される。
【０１１６】
　一例では、プロセッサは、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって
占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、時間
領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すようにさらに構成され
る。
【０１１７】
　一例では、プロセッサは、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号
によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソースブロック
シーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の
位置情報を示すようにさらに構成される。
【０１１８】
　一例では、プロセッサは、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1の信号
によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソースブロックシ
ーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位
置情報を示すようにさらに構成される。
【０１１９】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０１２０】
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　第26の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するように構成される受信機と、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係を
取得し、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置
関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定
するように構成されるプロセッサと
　を含む、受信端デバイスを提供する。
【０１２１】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係を取得するステップは、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係を取得するステップ
　である。
【０１２２】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1
の信号によって占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス
番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を
特定するようにさらに構成される。
【０１２３】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信
号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づ
いて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定するように
構成される。
【０１２４】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロック
と第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソ
ースブロックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／また
は第2の信号の位置情報を示すように構成される。
【０１２５】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロック
と第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソー
スブロックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または
第2の信号の位置情報を特定するように構成される。
【０１２６】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０１２７】
　第27の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に
基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成されるプロセッサと、
　第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信するように構成される送
信機と
　を含む、送信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０１２８】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
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位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【０１２９】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1
の信号によって占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシ
ーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【０１３０】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信
号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づ
いて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【０１３１】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロック
と第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソ
ースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように
構成される。
【０１３２】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロック
と第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソー
スブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構
成される。
【０１３３】
　第28の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するように構成される受信機と、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係を
取得するように構成されるプロセッサと、周波数領域および／または時間領域における第
1の信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定す
るように構成される特定ユニットと
　を含む、受信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０１３４】
　一例では、プロセッサは、具体的に、周波数領域および／または時間領域における第1
の信号と第2の信号との間の相対的な位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔
を特定するように構成される。
【０１３５】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1
の信号によって占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケンス
番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【０１３６】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信
号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づ
いて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【０１３７】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロック
と第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソ
ースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するよ
うに構成される。
【０１３８】
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　一例では、プロセッサは、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロック
と第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソー
スブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するよう
に構成される。
【０１３９】
　第29の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を示すように構成されるプロセッサと、
　第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するように構成される送信機と
　を含む、送信端デバイスを提供する。
【０１４０】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンスに基
づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すように構
成される。
【０１４１】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０１４２】
　一例では、ルートシーケンス番号の値は、それに対応して、第1の信号および／または
第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、
ビームグループ番号、およびセル識別グループ番号のうちの1つまたは複数に基づいて決
定される。
【０１４３】
　第30の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号を含むフレームを受信するように構成される受信機と、
　第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出し、第1の信号のシーケンス
に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定する
ように構成されるプロセッサと
　を含む、受信端デバイスを提供する。
【０１４４】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号
を取得するために第1の信号を検出し、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に
基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定するよ
うに構成される。
【０１４５】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信
号を検出し、最も強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルートシーケ
ンス番号を取得するために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、ならびに
ルートシーケンス番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づいて計算
を介して取得された第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行するように構成され
る。
【０１４６】
　第31の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を示すように構成され
るプロセッサと、
　第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信するように構成される送
信機と
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　を含む、送信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０１４７】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号
に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【０１４８】
　第32の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号を含むフレームを受信するように構成される受信機と、
　第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出し、第1の信号のシーケンス
に基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成されるプロセッサと
　を含む、受信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０１４９】
　一例では、プロセッサは、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号
に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【０１５０】
　一例では、プロセッサは、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出し
、最も強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルートシーケンス番号を
取得するために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、ならびにルートシー
ケンス番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づいて計算を介して取
得された第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行するようにさらに構成される。
【０１５１】
　第33の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第3の信号を使用して時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報
を示すように構成されるプロセッサであって、第3の信号の位置が、時間領域における第1
の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される、プロセッサと、
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを送信するように構成される
送信機と
　を含む、送信端デバイスを提供する。
【０１５２】
　一例では、プロセッサは、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置
情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、セル識別情報を使用してスクランブリ
ングを実行するようにさらに構成される。
【０１５３】
　一例では、プロセッサは、セル識別情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、
時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を使用してスクランブリ
ングを実行するようにさらに構成される。
【０１５４】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０１５５】
　第34の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受信するように構成される
受信機と、
　第3の信号のシーケンスを検出することであって、第3の信号の位置が、時間領域におけ
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る第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される、検出することと
、第3の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を特定することとを行うように構成されるプロセッサと
　を含む、受信端デバイスを提供する。
【０１５６】
　一例では、プロセッサは、具体的に、セル識別情報を取得するために第1の信号および
／または第2の信号を検出するように構成され、特定ユニットは、具体的に、セル識別情
報に基づいてスクランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケンスを取得する
ためにスクランブリングシーケンスに基づいて第3の信号を検出し、第3の信号のシーケン
スに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定す
るように構成される。
【０１５７】
　一例では、プロセッサは、第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号のシーケ
ンスを検出するようにさらに構成され、特定ユニットは、第3の信号のシーケンスのルー
トシーケンス番号に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位
置情報を特定するようにさらに構成される。
【０１５８】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０１５９】
　第35の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を示すように構成されるプロセッサ
であって、第3の信号の位置が、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の
位置情報に基づいて生成される、プロセッサと、
　第3の信号およびチャネルを含むフレームを送信するように構成される送信機と
　を含む、送信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０１６０】
　一例では、プロセッサは、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置
情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、セル識別情報を使用してスクランブリ
ングを実行するようにさらに構成される。
【０１６１】
　一例では、プロセッサは、セル識別情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、
時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を使用してスクランブリ
ングを実行するようにさらに構成される。
【０１６２】
　第36の態様によれば、本発明の一実施形態は、
　第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受信するように構成される
受信機と
　第3の信号のシーケンスを検出することであって、第3の信号の位置が、時間領域におけ
る第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される、検出することと
、第3の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定することとを行
うように構成されるプロセッサと
　を含む、受信端デバイスを提供し、
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。



(24) JP 6765507 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

【０１６３】
　一例では、プロセッサは、セル識別情報を取得するために第1の信号および／または第2
の信号を検出するようにさらに構成され、特定ユニットは、セル識別情報に基づいてスク
ランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケンスを取得するためにスクランブ
リングシーケンスに基づいて第3の信号を検出し、第3の信号のシーケンスに基づいてチャ
ネルのサブキャリア間隔を特定するようにさらに構成される。
【０１６４】
　一例では、プロセッサは、第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号のシーケ
ンスを検出し、第3の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、チャネルの
サブキャリア間隔を特定するようにさらに構成される。
【０１６５】
　本発明の実施形態では、時間領域における同期信号の位置およびチャネルのサブキャリ
ア間隔は、時間領域または周波数領域における同期信号の相対的な位置関係を使用するこ
とによって示される。加えて、本発明の実施形態では、時間領域における同期信号の位置
およびチャネルのサブキャリア間隔は、同期シーケンスのルートシーケンス番号を使用す
ることによって示される。加えて、本発明の実施形態では、時間領域における同期信号の
位置は、第3の信号を使用することによって示すことができる。したがって、本発明の実
施形態では、同期信号が位置するシンボルのシーケンス番号とそのサブフレーム番号は区
別することができる。加えて、本発明の実施形態では、単一シンボル同期信号の送信がサ
ポートされ、したがって、ビーム掃引速度が増大する。
【図面の簡単な説明】
【０１６６】
【図１】本発明によるアプリケーションシナリオの概略図である。
【図２】本発明の実施形態1による、ダウンリンクデータ送受信方法の概略図である。
【図３】本発明の実施形態1による、サブフレーム内の複数のシンボルのPSSおよびSSSの
概略構造図である。
【図４】本発明の実施形態2による、ダウンリンクデータ送受信方法の概略図である。
【図５】本発明の実施形態3による、ダウンリンクデータ送受信方法の概略図である。
【図６】本発明の実施形態3による、サブフレーム内の複数のシンボルのPSSおよびSSSの
概略構造図である。
【図７】本発明の実施形態4による、ダウンリンクデータ送受信方法の概略図である。
【図８】本発明の実施形態5による、ダウンリンクデータ送受信方法の概略図である。
【図９】本発明の実施形態5による、フレーム内の複数のシンボルのPSSおよびSSSの概略
構造図である。
【図１０】本発明の実施形態6による、ダウンリンクデータ送受信方法の概略図である。
【図１１】本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第1の概略図である。
【図１２】本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第1の概略図である。
【図１３】本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第2の概略図である。
【図１４】本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第2の概略図である。
【図１５】本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第3の概略図である。
【図１６】本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第3の概略図である。
【図１７】本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第4の概略図である。
【図１８】本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第4の概略図である。
【図１９】本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第5の概略図である。
【図２０】本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第5の概略図である。
【図２１】本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第6の概略図である。
【図２２】本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第6の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０１６７】
　以下では、添付の図面を参照して、本発明の実施形態による技術的解決策が明確かつ十
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分に記載される。
【０１６８】
　図1に示されたように、送信端デバイスは、周波数領域における第1の信号と第2の信号
との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位
置情報を示す。たとえば、送信端デバイスは、第2の信号の最小のサブキャリアシーケン
ス番号と第1の信号の最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて、第1の信
号および第2の信号のシンボルシーケンス番号および／またはサブフレーム番号を示す。
受信端デバイスは、第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信し、周波数領域およ
び／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係を取得し、周波数領
域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、
時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定する。たとえば、
受信端デバイスは、第2の信号の最小のサブキャリアシーケンス番号と第1の信号の最大の
サブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて、第1の信号および第2の信号のシンボ
ルシーケンス番号および／またはサブフレーム番号を取得する。
【０１６９】
　あるいは、送信端デバイスは、周波数領域および／または時間領域における第1の信号
と第2の信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示し、チャネ
ルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制御チャネ
ルを含む。たとえば、送信端デバイスは、第2の信号の最小のサブキャリアシーケンス番
号と第1の信号の最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて、チャネルの
サブキャリア間隔を示す。受信端デバイスは、第1の信号および第2の信号を含むフレーム
を受信し、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位
置関係を取得し、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との
間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定する。たとえば、受信端デ
バイスは、第2の信号の最小のサブキャリアシーケンス番号と第1の信号の最大のサブキャ
リアシーケンス番号との間の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を取得する。
【０１７０】
　あるいは、送信端デバイスは、第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における
第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示す。たとえば、送信端デバイスは、第
1の信号のルートシーケンス番号に基づいて、第1の信号および第2の信号のシンボルシー
ケンス番号を示し、ルートシーケンス番号の値はシンボルシーケンス番号に基づいて決定
される。受信端デバイスは、第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信し、第1の
信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出する。受信端デバイスは、第1の信号
のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情
報を特定する。たとえば、受信端デバイスは、第1の信号のシーケンスのルートシーケン
ス番号を取得し、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、時間領域
における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定する。
【０１７１】
　あるいは、送信端デバイスは、第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャ
リア間隔を示し、チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルお
よび／または制御チャネルを含む。受信端デバイスは、第1の信号および第2の信号を含む
フレームを受信し、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出する。受信
端デバイスは、第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定す
る。
【０１７２】
　あるいは、送信端デバイスは、第3の信号を使用して時間領域における第1の信号および
／または第2の信号の位置情報を示し、第3の信号のシーケンスは、時間領域における第1
の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される。受信端デバイスは、
第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレーム受信し、第3の信号のシーケンス
を検出し、第3の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／また
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は第2の信号の位置情報を特定する。
【０１７３】
　あるいは、送信端デバイスは、第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を示
し、第3の信号およびチャネルを含むフレームを送信し、チャネルは、ブロードキャスト
チャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制御チャネルを含む。受信端デバイ
スは、第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレーム受信し、第3の信号のシー
ケンスを検出し、第3の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定
する。
【０１７４】
　本発明の実施形態は、ロングタームエボリューション（Long Term Evolution、略してL
TE）システム、その後LTEシステムから発展したシステム、5Gシステムなど、または様々
な無線アクセス技術を使用するワイヤレス通信システム、たとえば、wifi、wimax、およ
び3gPPに関連するセルラーシステムに適用可能である。
【０１７５】
　加えて、本発明の実施形態における送信端デバイスは、基地局、リレー、アクセスデバ
イスなどであってもよい。受信端デバイスは、ユーザ機器（User Equipment、略してUE）
、移動局（Mobile station、略してMS）、端末（Terminal）などであってもよい。加えて
、送信端デバイスはトランシーバデバイスTRPであってもよく、受信端デバイスはデバイ
ス内に統合されたトランシーバデバイスTRPであってもよい。送信端デバイスが基地局で
あり、受信端デバイスが端末である一例が、説明のためだけに以下で使用される。
【０１７６】
　実施形態1
　以下では、図2および図3を参照して、本発明の実施形態1によるダウンリンクデータ送
受信方法を詳細に記載する。
【０１７７】
　ステップ201：基地局が、周波数領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な
位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号の1次同期信号PSSおよび第2の信号の2
次同期信号SSSの位置情報を示す。
【０１７８】
　基地局は、代替として、時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に基
づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すことがで
きることに留意されたい。説明を容易にするために、本発明のこの実施形態は、基地局が
、周波数領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、時間領域にお
ける第1の信号および第2の信号の位置情報を示す例を使用することによってのみ記載され
る。
【０１７９】
　一例では、基地局は、周波数領域におけるPSSとSSSとの間の相対的な位置関係に基づい
て、第1の信号および第2の信号のシンボルシーケンス番号および／またはサブフレーム番
号を示す。たとえば、以下の表1および表3を参照すると、基地局は、PSSの最小のサブキ
ャリアシーケンス番号とSSSの最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて
、PSS信号およびSSS信号のシンボルシーケンス番号および／またはサブフレーム番号を示
す。別の例では、以下の表2および表4を参照すると、基地局は、PSSの最小のリソースブ
ロックRBシーケンス番号とSSSの最大リソースブロックRBシーケンス番号との間の差に基
づいて、PSS信号およびSSS信号のシンボルシーケンス番号および／またはサブフレーム番
号を示す。
【０１８０】
　図3に示されたように、基地局は、サブフレーム1内の複数のシンボル上でPSSおよびSSS
を送信し、PSSおよびSSSは周波数領域内で周波数分割されている。たとえば、サブフレー
ムが12個のシンボルを含む場合、基地局は、サブフレーム1内のシンボル0からシンボル11
のすべてまたは一部（たとえば、図3に示されたシンボル0からシンボル3）で1次同期信号
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Sは、1つのシンボルにマッピングされ、たとえば、同じOFDMシンボルにマッピングされる
。
【０１８１】
　サブフレーム1内の複数のシンボルの送信は一例にすぎず、本発明のこの実施形態では
具体的なサブフレームは限定されないことに留意されたい。
【０１８２】
　具体的には、サブフレーム1の場合、時間領域では、同じビーム内の各々の1次同期信号
PSSおよび2次同期信号SSSは、1つのシンボルにマッピングされる。周波数領域では、各1
次同期信号PSSは、6つのリソースブロック（resource block、RB）にマッピングされる。
たとえば、1次同期信号PSSは、周波数帯域の中央の6つのRBにマッピングされ、1次同期信
号PSSは、6つのRBの中の最大のシーケンス番号を有する5つのサブキャリアおよび最小の
シーケンス番号を有する5つのサブキャリア以外のサブキャリアにマッピングされる。た
とえば、各RBは12個のサブキャリアを含み、6つのRBは合計72個のサブキャリアを含む。
この場合、1次同期信号PSSは、最大のシーケンス番号を有する5つのサブキャリアおよび
最小のシーケンス番号を有する5つのサブキャリア以外の62個の連続するサブキャリアに
マッピングされる。周波数領域では、2次同期信号SSSは、PSSによって占有された6つのRB
以外の6つの連続するRBにマッピングされ、2次同期信号SSSも、最大のシーケンス番号を
有する5つのサブキャリアおよび最小のシーケンス番号を有する5つのサブキャリア以外の
、6つのRBの中の62個のサブキャリアにマッピングされる。時間領域では、同じビーム内
の各々の2次同期信号SSSおよび1次同期信号PSSは、1つのシンボルにマッピングされる。
【０１８３】
　各1次同期信号PSSは同じサブキャリアシーケンス番号を占有するが、2次同期信号SSSに
よって占有されたサブキャリアシーケンス番号は、SSSによって占有されたシンボルシー
ケンス番号が増加するにつれて増加することが、図3から分かる。加えて、PSSによって占
有されたサブキャリアシーケンス番号も、PSSによって占有されたシンボルシーケンス番
号が増加するにつれて減少する（図3には示されていない）。この場合、SSSの最大のサブ
キャリアシーケンス番号は、PSSの最小のサブキャリアシーケンス番号よりも小さい。以
下では、説明のために図3の例のみを使用する。
【０１８４】
　一例では、基地局は、SSSの最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャ
リアシーケンス番号との間の差に基づいて、SSSおよびPSSのシンボルシーケンス番号を示
す。以下の表1を参照されたい。
【０１８５】
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【表１】

【０１８６】
　表1では、「a」はPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号を示す。
表1に示されたように、シンボルシーケンス番号が増加するにつれて、SSSがマッピングさ
れる最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシ
ーケンス番号との間の差は、徐々に増加する。
【０１８７】
　PSSおよびSSSのシンボルシーケンス番号は、SSSがマッピングされる最小のサブキャリ
アシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号との間の
差に基づいて取得できることが、表1から分かる。
【０１８８】
　表1では、たとえば、SSSがマッピングされる最小のサブキャリアシーケンス番号とPSS
がマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号との間の最小の差は、11であるこ
とに留意されたい。実際には、SSSがマッピングされる最小のサブキャリアシーケンス番
号とPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差は、10以上の
任意の整数であってもよい。これは、PSSおよびSSSが、最大のシーケンス番号を有する5
つのサブキャリアおよび最小のシーケンス番号を有する5つのサブキャリア以外のサブキ
ャリアにマッピングされるからである。
【０１８９】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、SSSによって占有された最小のサブキャリアシ
ーケンス番号とPSSによって占有された最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差に
基づいて、時間領域におけるPSSおよび／またはSSSの位置情報を示すことに留意されたい
。本発明のこの実施形態がそれに限定されないことを、当業者なら理解されよう。たとえ
ば、基地局は、代替として、SSSによって占有された2番目に小さいサブキャリアシーケン
ス番号とPSSによって占有された2番目に大きいサブキャリアシーケンス番号との間の差に
基づいて、時間領域におけるPSSおよび／またはSSSの位置情報を示すことができる。した
がって、本発明のこの実施形態では、基地局は、第2の信号のSSSによって占有されたサブ
キャリアシーケンス番号と第1の信号のSSSによって占有された対応するサブキャリアシー
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ケンス番号との間の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号
の位置情報を示す。加えて、本発明のこの実施形態では、基地局は、サブキャリアシーケ
ンス番号間の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置
情報を示すが、このことは限定されない。基地局は、代替として、第2の信号によって占
有されたサブキャリア周波数と第1の信号によって占有された対応するサブキャリア周波
数との間の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情
報を示すことができる。
【０１９０】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、周波数領域における第1の信号と第2の信号との
間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情
報を示すことができることが分かるが、このことは限定されない。基地局は、代替として
、時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、時間領域におけ
る第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すことができる。たとえば、基地局
は、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占有されたシンボルとの
間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報を示す。
【０１９１】
　前述の表1では、PSSおよびSSSのシンボルシーケンス番号は、SSSがマッピングされる最
小のサブキャリアシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシーケン
ス番号との間の差、すなわち、サブキャリアレベルの調整粒度に基づいて示される。実際
には、PSSおよびSSSのシンボルシーケンス番号は、代替として、SSSがマッピングされる
最小のリソースブロックRBシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のリソースブロ
ックRBシーケンス番号との間の差に基づいて、すなわち、RBレベルの調整粒度を使用して
示されてもよい。詳細については、以下の表2を参照されたい。
【０１９２】
【表２】

【０１９３】
　表2では、「b」はPSSがマッピングされる最大のRBシーケンス番号を示す。表2に示され
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たように、シンボルシーケンス番号が増加するにつれて、SSSがマッピングされる最小のR
Bシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のRBシーケンス番号との間の差は、徐々に
増加する。
【０１９４】
　表2では、たとえば、SSSがマッピングされる最小のRBシーケンス番号とPSSがマッピン
グされる最大のRBシーケンス番号との間の差は、1であることに留意されたい。実際には
、SSSがマッピングされる最小のRBシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のRBシー
ケンス番号との間の差は、1以上の任意の整数であってもよい。
【０１９５】
　基地局は、サブフレーム、たとえばサブフレーム1内の複数のシンボル上で1次同期信号
PSSおよび2次同期信号SSSを送信し、周波数領域における1次同期信号PSSと2次同期信号SS
Sとの間の位置関係に基づいて、PSSおよびSSSのシンボルシーケンス番号を示すことが分
かる。加えて、基地局は、代替として、フレーム内の複数のサブフレーム内でPSSおよびS
SSを送信し、周波数領域におけるPSSとSSSとの間の位置関係に基づいて、PSSおよびSSSの
サブフレーム番号およびシンボルシーケンス番号を示すことができる。加えて、基地局は
、フレーム内のすべてのサブフレームのすべてのシンボル上でPSSおよびSSSを送信するこ
とができるか、またはフレーム内のいくつかのサブフレームのすべてのシンボル上でPSS
およびSSSを送信することができるか、またはフレーム内のいくつかのサブフレームのい
くつかのシンボル上でPSSおよびSSSを送信することができる。以下では、フレーム内のい
くつかのサブフレーム、すなわちサブフレーム0およびサブフレーム1内のいくつかのシン
ボル、すなわちシンボル0からシンボル5上で同期信号が送信される例を使用して、PSSお
よびSSSのシンボルシーケンス番号を示すための、基地局によるフレーム内の複数のサブ
フレーム内の複数のシンボルの送信を記載する。
【０１９６】
【表３】

【０１９７】
　表3では、「a」はPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号を示す。
加えて、表3のサブキャリアおよびシンボルシーケンス番号のリストでは、00はサブフレ
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ーム0のシンボル0を示し、01はサブフレーム0のシンボル1を示し、02はサブフレーム0の
シンボル2を示し、03はサブフレーム0のシンボル3を示し、04はサブフレーム0のシンボル
4を示し、05はサブフレーム0のシンボル5を示し、10はサブフレーム1のシンボル0を示し
、11はサブフレーム1のシンボル1を示し、12はサブフレーム1のシンボル2を示し、13はサ
ブフレーム1のシンボル3を示し、14はサブフレーム1のシンボル4を示し、15はサブフレー
ム1のシンボル5を示す。
【０１９８】
　PSSおよびSSSのサブフレーム番号およびシンボルシーケンス番号は、SSSの最小のサブ
キャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づい
て示すことができることが、表3から分かる。
【０１９９】
　表3では、たとえば、SSSの最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャ
リアシーケンス番号との間の最小の差は、11であることに留意されたい。実際には、SSS
の最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャリアシーケンス番号との間
の差は、10以上の任意の整数であってもよい。これは、PSSおよびSSSが、最大のシーケン
ス番号を有する5つのサブキャリアおよび最小のシーケンス番号を有する5つのサブキャリ
ア以外のサブキャリアにマッピングされるからである。
【０２００】
　前述の表3では、たとえば、PSSおよびSSSのサブフレーム番号およびシンボルシーケン
ス番号は、SSSの最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャリアシーケン
ス番号との間の差、すなわち、サブキャリアレベルの調整粒度に基づいて示される。実際
には、PSSおよびSSSのサブフレーム番号およびシンボルシーケンス番号は、代替として、
SSSの最小のリソースブロックRBシーケンス番号とPSSの最大のリソースブロックRBシーケ
ンス番号との間の差に基づいて、すなわち、RBレベルの調整粒度を使用して示されてもよ
い。詳細については、以下の表4を参照されたい。
【０２０１】
【表４】

【０２０２】
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　表4では、「b」はPSSがマッピングされる最大のRBシーケンス番号を示す。加えて、表4
のサブキャリアおよびシンボルシーケンス番号のリストでは、00はサブフレーム0のシン
ボル0を示し、01はサブフレーム0のシンボル1を示し、02はサブフレーム0のシンボル2を
示し、03はサブフレーム0のシンボル3を示し、04はサブフレーム0のシンボル4を示し、05
はサブフレーム0のシンボル5を示し、10はサブフレーム1のシンボル0を示し、11はサブフ
レーム1のシンボル1を示し、12はサブフレーム1のシンボル2を示し、13はサブフレーム1
のシンボル3を示し、14はサブフレーム1のシンボル4を示し、15はサブフレーム1のシンボ
ル5を示す。
【０２０３】
　表4では、たとえば、SSSがマッピングされる最小のRBシーケンス番号とPSSがマッピン
グされる最大のRBシーケンス番号との間の差は、1であることに留意されたい。実際には
、SSSがマッピングされる最小のRBシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のRBシー
ケンス番号との間の差は、1以上の任意の整数であってもよい。
【０２０４】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、SSSによって占有された最小のリソースブロッ
クRBシーケンス番号とPSSによって占有された最大のリソースブロックRBシーケンス番号
との間の差に基づいて、時間領域におけるPSSおよび／またはSSSの位置情報を示すことに
留意されたい。本発明のこの実施形態がそれに限定されないことを、当業者なら理解され
よう。たとえば、基地局は、代替として、SSSによって占有された2番目に小さいリソース
ブロックRBシーケンス番号とPSSによって占有された2番目に大きいリソースブロックRBシ
ーケンス番号との間の差に基づいて、時間領域におけるPSSおよび／またはSSSの位置情報
を示すことができる。したがって、本発明のこの実施形態では、基地局は、第2の信号のS
SSによって占有されたリソースブロックRBシーケンス番号と第1の信号のSSSによって占有
された対応するリソースブロックRBシーケンス番号との間の差に基づいて、時間領域にお
ける第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示す。加えて、本発明のこの実施形
態では、基地局は、リソースブロックRBシーケンス番号間の差に基づいて、時間領域にお
ける第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すが、このことは限定されない。
基地局は、代替として、第2の信号によって占有されたリソースブロックRB周波数と第1の
信号によって占有された対応するリソースブロックRB周波数との間の差に基づいて、時間
領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すことができる。
【０２０５】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、周波数領域における第1の信号と第2の信号との
間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情
報を示すことができることが分かるが、このことは限定されない。基地局は、代替として
、時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、時間領域におけ
る第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すことができる。たとえば、基地局
は、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占有されたシンボルとの
間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報を示す。
【０２０６】
　基地局は、サブフレーム内の複数のシンボル上で1次同期信号PSSおよび2次同期信号SSS
を送信し、周波数領域における1次同期信号PSSと2次同期信号SSSとの間の位置関係に基づ
いて、PSSおよびSSSのシンボルシーケンス番号を示すことができることが分かる。基地局
は、代替として、フレーム内の複数のサブフレーム内でPSSおよびSSSを送信し、周波数領
域におけるPSSとSSSとの間の位置関係に基づいて、PSSおよびSSSのサブフレーム番号およ
びシンボルシーケンス番号を示すことができる。加えて、基地局はさらに、複数のフレー
ム内でPSSおよびSSSを送信し、周波数領域におけるPSSとSSSとの間の位置関係に基づいて
、PSSおよびSSSのフレーム番号、サブフレーム番号、およびシンボルシーケンス番号を示
すことができる。加えて、基地局はさらに、周波数領域におけるPSSとSSSとの間の位置関
係に基づいて、ビームグループ番号およびビーム番号を示すことができる。言い換えれば
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、基地局は、周波数領域における同期信号間の位置関係、たとえば、SSSの最小のサブキ
ャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて
、同期信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、
およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数を示す。
【０２０７】
　加えて、本発明のこの実施形態では、時間領域における同期信号の位置情報は、SSSの
最小のサブキャリアシーケンス番号（またはSSSの最小のRBシーケンス番号）とPSSの最大
のサブキャリアシーケンス番号（またはPSSの最大のRBシーケンス番号）との間の差に基
づいて決定されるが、このことは限定されない。たとえば、本発明のこの実施形態では、
1次同期信号PSSおよび2次同期信号SSSの位置情報は、コム周波数分割を介して同じシンボ
ル上の隣接するサブキャリアにマッピングされたPSSとSSSとの間の位置関係に基づいて決
定されてもよい。コム周波数分割によるマッピングは、PSSおよびSSSが時間領域における
1つのシンボルにマッピングされ、PSSおよびSSSが周波数領域における各サブキャリアに
クロスマッピングされることを示す。たとえば、時間領域では、PSSおよびSSSはシンボル
1にマッピングされ、周波数領域では、PSSはサブキャリア0、2、4、6、8、…にマッピン
グされ、SSSはサブキャリア1、3、5、7…にマッピングされる。
【０２０８】
　以下では、引き続き、基地局が物理セル識別子（Physical Cell Identifier、英語の略
称PCI）をどのように示すかを記載する。
【０２０９】
　物理セル識別子PCIは、異なるセルの無線信号を区別するために端末によって使用され
る。PCIは、セルIDグループ番号およびセルIDによって示される。基地局は、PSSシーケン
スを使用してセルIDグループ番号（cell identity group number）を示し、SSSシーケン
スセット1およびSSSシーケンスセット2のうちの1つを使用してセルID（cell identity）
を示し、セルIDは、物理セルIDであってもよく、仮想セルIDであってもよく、スーパーセ
ルIDであってもよい。
【０２１０】
　たとえば、3つのPSSシーケンスが存在する。基地局は、それぞれ、3つのPSSシーケンス
を使用することにより、セルIDグループ番号0、1、および2を示す。SSSシーケンスセット
1およびSSSシーケンスセット2は、各々168個の異なるシーケンスを含む。基地局は、SSS
シーケンスセット1またはSSSシーケンスセット2内の168個の異なるシーケンスを使用する
ことにより、それぞれ、セルID0から167を示す。
【０２１１】
　ステップ202：端末が、1次同期信号PSSおよび2次同期信号SSSを含むフレームを受信し
、PSSがマッピングされる最高周波数を含む、PSSがマッピングされる各サブキャリアの周
波数を取得するために、PSSに対してブラインド検出を実行する。
【０２１２】
　さらに、端末は、さらにセルIDグループ番号を特定するために、PSSを検出することに
よってPSSシーケンスを取得する。
【０２１３】
　ステップ203：端末が、PSSがマッピングされるサブキャリアの最高周波数を含む、SSS
がマッピングされる各サブキャリアの周波数を取得するために、2次同期信号SSSを検出す
る。さらに、端末は、さらにセルIDを特定するために、SSSを検出することによってSSSシ
ーケンスを取得する。端末はさらに、セルIDおよび（ステップ202で取得された）セルID
グループ番号に基づいて、物理セル識別子PCIを特定する。次いで、端末は、PCIに基づく
通信プロセスにおける信号およびチャネルのスクランブリング方式を決定することができ
る。
【０２１４】
　ステップ204：端末が、SSSがマッピングされるサブキャリアの周波数およびPSSがマッ
ピングされるサブキャリアの周波数に基づいて、時間領域におけるPSSおよびSSSの位置情
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報を特定する。
【０２１５】
　具体的には、端末は、SSSの最低サブキャリア周波数とPSSの最高サブキャリア周波数と
の間の差に基づいて、SSSの最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャリ
アシーケンス番号との間の差を取得し、表を照会することにより、時間領域におけるPSS
およびSSSの位置情報を特定する。たとえば、表を照会することにより、計算を介して取
得された差に基づいて、端末は、SSSおよびPSSがマッピングされるシンボルシーケンス番
号を特定する。
【０２１６】
　前述のステップ202～204では、端末は、周波数領域における第1の信号のPSSと第2の信
号のSSSとの間の位置関係に基づいて、たとえば、SSSの最小のサブキャリアシーケンス番
号とPSSの最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて、時間領域における
第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定することに留意されたい。実際には
、本発明のこの実施形態はそれに限定されない。本発明のこの実施形態における端末はさ
らに、時間領域におけるPSSとSSSとの間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の
信号および／または第2の信号の位置情報を特定することができる。具体的な実施方法は
ステップ202～204と同じであり、ここでは再び記載されない。
【０２１７】
　以下の例が前述の説明で使用されたことに留意されたい：基地局がサブフレーム内の複
数のシンボル上でPSSおよびSSSを送信し、端末がPSSおよびSSSのシンボルシーケンス番号
を特定するためにサブフレーム内の複数のシンボルを検出し、基地局がフレーム内の複数
のサブフレーム内でPSSおよびSSSを送信し、さらに、PSSおよびSSSのサブフレーム番号お
よびシンボルシーケンス番号が特定される。実際には、本発明のこの実施形態はそれに限
定されない。基地局が、周波数領域におけるPSSとSSSとの間の相対的な位置関係に基づい
て、フレーム番号および／またはビーム番号および／またはビームグループ番号を決定す
ると、端末も、周波数領域におけるPSSとSSSとの間の検出された相対的な位置関係に基づ
いて、対応するフレーム番号および／またはビーム番号および／またはビームグループ番
号を特定することができることを、当業者なら理解されよう。この方法はシンボルシーケ
ンス番号を決定するための方法と同じであり、ここでは再び記載されない。
【０２１８】
　実施形態2
　既存の通信システム、たとえば、LTEシステムでは、サブキャリア間隔は固定されてい
る。しかしながら、将来の通信システム、たとえば、5G通信システムでは、サブキャリア
間隔は固定されていなくてもよい。固定されていないサブキャリア間隔の場合、従来技術
は、基地局がサブキャリア間隔をどのように示すか、端末がサブキャリア間隔をどのよう
に特定するかに関する問題を解決しない。本発明の実施形態2は、その問題を解決するた
めの方法を提供する。
【０２１９】
　以下では、図4を参照して、本発明の実施形態2によるダウンリンクデータ送受信方法を
詳細に記載する。
【０２２０】
　ステップ401：基地局が、周波数領域における第1の信号の1次同期信号PSSと第2の信号
の2次同期信号SSSとの間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示し、チ
ャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制御チ
ャネルを含む。
【０２２１】
　基地局は、代替として、時間領域における第1の信号のPSSと第2の信号のSSSとの間の位
置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことができることに留意されたい
。説明を容易にするために、本発明のこの実施形態は、基地局が、周波数領域における第
1の信号と第2の信号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示す例



(35) JP 6765507 B2 2020.10.7

10

20

30

40

50

を使用することによってのみ記載される。
【０２２２】
　一例では、基地局は、周波数領域におけるPSSとSSSとの間の相対的な位置関係に基づい
て、チャネルのサブキャリア間隔を示す。たとえば、以下の表5を参照すると、基地局は
、PSSの最小のサブキャリアシーケンス番号とSSSの最大のサブキャリアシーケンス番号と
の間の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示す。別の例では、以下の表6を参
照すると、基地局は、PSSの最小のリソースブロックRBシーケンス番号とSSSの最大リソー
スブロックRBシーケンス番号との間の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示す
。
【０２２３】
【表５】

【０２２４】
　表5では、「a」はPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号を示す。
サブキャリア間隔の具体的な数値は例にすぎず、サブキャリア間隔の具体的な数値は本発
明のこの実施形態では限定されないことを、当業者なら理解されよう。たとえば、サブキ
ャリア間隔タイプnは、（15＊2n）KHzのサブキャリア間隔を示す。
【０２２５】
　チャネルのサブキャリア間隔は、SSSの最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSの最大
のサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて取得できることが、表5から分かる
。
【０２２６】
　表5では、たとえば、SSSがマッピングされる最小のサブキャリアシーケンス番号とPSS
がマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号との間の最小の差は、11であるこ
とに留意されたい。実際には、SSSがマッピングされる最小のサブキャリアシーケンス番
号とPSSがマッピングされる最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差は、10以上の
任意の整数であってもよい。
【０２２７】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、SSSによって占有された最小のサブキャリアシ
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基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことに留意されたい。本発明のこの実施形
態がそれに限定されないことを、当業者なら理解されよう。たとえば、基地局は、代替と
して、SSSによって占有された2番目に小さいサブキャリアシーケンス番号とPSSによって
占有された2番目に大きいサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて、チャネル
のサブキャリア間隔を示すことができる。したがって、本発明のこの実施形態における基
地局は、第2の信号のSSSによって占有されたサブキャリアシーケンス番号と第1の信号のS
SSによって占有された対応するサブキャリアシーケンス番号との間の差に基づいて、チャ
ネルのサブキャリア間隔を示す。加えて、本発明のこの実施形態における基地局は、サブ
キャリアシーケンス番号間の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すが、この
ことは限定されない。基地局は、代替として、第2の信号によって占有されたサブキャリ
ア周波数と第1の信号によって占有された対応するサブキャリア周波数との間の差に基づ
いて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことができる。
【０２２８】
　本発明のこの実施形態における基地局は、周波数領域における第1の信号と第2の信号と
の間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すが、このことは限定され
ない。基地局は、代替として、時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係
に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことができる。たとえば、基地局は、第
2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占有されたシンボルとの間の時
間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示す
。
【０２２９】
　前述の表5では、たとえば、チャネルのサブキャリア間隔は、SSSの最小のサブキャリア
シーケンス番号とPSSの最大のサブキャリアシーケンス番号との間の差、すなわち、サブ
キャリアレベルの調整粒度に基づいて示される。実際には、チャネルのサブキャリア間隔
は、代替として、SSSの最小のリソースブロックRBシーケンス番号とPSSの最大のリソース
ブロックRBシーケンス番号との間の差に基づいて、すなわち、RBレベルの調整粒度を使用
して示されてもよい。詳細については、以下の表6を参照されたい。
【０２３０】
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【表６】

【０２３１】
　表6では、「b」はPSSがマッピングされる最大のRBシーケンス番号を示す。表6のサブキ
ャリア間隔の具体的な数値は例にすぎず、これは本発明のこの実施形態では限定されない
ことを、当業者なら理解されよう。
【０２３２】
　表6では、たとえば、SSSがマッピングされる最小のRBシーケンス番号とPSSがマッピン
グされる最大のRBシーケンス番号との間の差は、1であることに留意されたい。実際には
、SSSがマッピングされる最小のRBシーケンス番号とPSSがマッピングされる最大のRBシー
ケンス番号との間の差は、1以上の任意の整数であってもよい。
【０２３３】
　本発明のこの実施形態では、基地局は、SSSによって占有された最小のリソースブロッ
クRBシーケンス番号とPSSによって占有された最大のリソースブロックRBシーケンス番号
との間の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことに留意されたい。本発明
のこの実施形態がそれに限定されないことを、当業者なら理解されよう。たとえば、基地
局は、代替として、SSSによって占有された2番目に小さいリソースブロックRBシーケンス
番号とPSSによって占有された2番目に大きいリソースブロックRBシーケンス番号との間の
差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことができる。したがって、本発明の
この実施形態における基地局は、第2の信号のSSSによって占有されたリソースブロックRB
シーケンス番号と第1の信号のSSSによって占有された対応するリソースブロックRBシーケ
ンス番号との間の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示す。加えて、本発明の
この実施形態では、基地局は、リソースブロックRBシーケンス番号間の差に基づいて、時
間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すが、このことは限定
されない。基地局は、代替として、第2の信号によって占有されたリソースブロックRB周
波数と第1の信号によって占有された対応するリソースブロックRB周波数との間の差に基
づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことができる。
【０２３４】
　本発明のこの実施形態における基地局は、周波数領域における第1の信号と第2の信号と
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の間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すが、このことは限定され
ない。基地局は、代替として、時間領域における第1の信号と第2の信号との間の位置関係
に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すことができる。たとえば、基地局は、第
2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号によって占有されたシンボルとの間の時
間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示す
。
【０２３５】
　加えて、本発明のこの実施形態では、チャネルのサブキャリア間隔は、SSSの最小のサ
ブキャリアシーケンス番号（またはSSSの最小のRBシーケンス番号）とPSSの最大のサブキ
ャリアシーケンス番号（またはPSSの最大のRBシーケンス番号）との間の差に基づいて決
定されるが、このことは限定されない。たとえば、本発明のこの実施形態では、チャネル
のサブキャリア間隔はまた、コム周波数分割を介して同じシンボル上の隣接するサブキャ
リアにマッピングされたPSSとSSSとの間の位置関係に基づいて決定されてもよい。
【０２３６】
　ステップ402：端末が、1次同期信号PSSおよび2次同期信号SSSを含むフレームを受信し
、PSSがマッピングされる最高周波数を含む、PSSがマッピングされる各サブキャリアの周
波数を取得するために、PSSに対してブラインド検出を実行する。
【０２３７】
　さらに、端末は、さらにセルIDグループ番号を特定するために、PSSを検出することに
よってPSSシーケンスを取得する。
【０２３８】
　ステップ403：端末が、PSSがマッピングされるサブキャリアの最高周波数を含む、SSS
がマッピングされる各サブキャリアの周波数を取得するために、2次同期信号SSSを検出す
る。
【０２３９】
　さらに、端末は、さらにセルIDを特定するために、SSSを検出することによってSSSシー
ケンスを取得する。端末はさらに、セルIDおよび（ステップ202で取得された）セルIDグ
ループ番号に基づいて、物理セル識別子PCIを特定する。次いで、端末は、PCIに基づく通
信プロセスにおける信号およびチャネルのスクランブリング方式を決定することができる
。
【０２４０】
　ステップ404：端末が、SSSがマッピングされるサブキャリアの周波数およびPSSがマッ
ピングされるサブキャリアの周波数に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定する
。
【０２４１】
　具体的には、端末は、SSSの最低サブキャリア周波数とPSSの最高サブキャリア周波数と
の間の差に基づいて、SSSの最小のサブキャリアシーケンス番号とPSSの最大のサブキャリ
アシーケンス番号との間の差を取得し、表を照会することにより、チャネルのサブキャリ
ア間隔を特定する。たとえば、端末は、表5または表6を照会することにより、計算を介し
て取得された差に基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定する。
【０２４２】
　実施形態3
　以下では、図5および図6を参照して、本発明の実施形態3によるダウンリンクデータ送
受信方法を詳細に記載する。
【０２４３】
　ステップ501：基地局が、PSSのシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号の1
次同期信号PSSおよびSSSの位置情報を示す。
【０２４４】
　一例では、基地局は、PSSシーケンスに対応するルートシーケンス番号に基づいて、時
間領域におけるPSSおよびSSSの位置情報を示す。
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【０２４５】
　さらに、PSSおよびSSSは同じシンボルにマッピングされ、たとえば、OFDMシンボルにマ
ッピングされる。
【０２４６】
　具体的には、基地局は、サブフレーム内のすべてまたはいくつかのシンボルを使用して
、PSSおよびSSSを送信することができる。たとえば、基地局は、シンボル0からシンボル1
1を含むサブフレーム1内のすべてのシンボルを使用して、PSSおよびSSSを送信する。別の
例では、基地局は、（図6に示されたように）シンボル0からシンボル3を含むサブフレー
ム1内のいくつかのシンボルを使用して、PSSおよびSSSを送信する。基地局は、代替とし
て、複数のサブフレーム内のすべてまたはいくつかのシンボルを使用して、PSSおよびSSS
を送信することができる。
【０２４７】
　基地局がサブフレーム内のk個のシンボルを使用してPSSおよびSSSを送信する場合、セ
ルIDグループ番号が3であると仮定すると、3k個のPSSシーケンスが存在する。たとえば、
k＝12のとき、合計36個のPSSシーケンスが存在する。以下の説明では、36個のPSSシーケ
ンスが存在すると仮定する。
【０２４８】
　ルートシーケンス番号はPSSシーケンスと1対1の対応関係にある。言い換えれば、1つの
PSSシーケンスは1つのルートシーケンス番号に対応し、PSSシーケンスの数はルートシー
ケンス番号の数と同じである。たとえば、36個のシーケンスが存在する場合、36個のルー
トシーケンス番号が存在する。各PSSは62個のサブキャリアにマッピングされるので、各P
SSシーケンスは62個の要素を有する。
【０２４９】
　PSSシーケンスの一例は、
【数１】

であり、ここで、nはシーケンス要素番号であり、uはルートシーケンス番号である。各ル
ートシーケンス番号はPSSシーケンスに対応し、各PSSシーケンスは62個の要素を含むこと
が、式（1）から分かる。
【０２５０】
　基地局がサブフレーム内のすべてのシンボルを使用してPSSおよびSSSを送信し、k＝12
であるとき、ルートシーケンス番号uは合計36個の値を有し、36個のルートシーケンス番
号は、3つのセルIDグループ番号および12個のシンボルシーケンス番号を示すために使用
されてもよい。以下の表7を参照されたい。
【０２５１】
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【表７Ｂ】

【０２５２】
　表7では、ルートシーケンス番号の値は0から35までであり、セルIDグループ番号および
シンボルシーケンス番号を示すために使用される。
【０２５３】
　ルートシーケンス番号uの値の数は36に限定されないことに留意されたい。値の数は、
セルIDグループ番号の数、および同期信号が送信される必要があるシンボルのシーケンス
番号に基づいて決定される。表7の数値は一例にすぎない。
【０２５４】
　加えて、ルートシーケンス番号uは、シンボルシーケンス番号およびセルIDグループ番
号を示すことに限定されない。たとえば、以下の表8を参照すると、ルートシーケンス番
号uはシンボルシーケンス番号のみを示すことができる。この場合、マスタ情報ブロック
（Master Information Block、英語の略称MIB）は、（以下で詳細に記載される）セルID
グループ番号を示す。ルートシーケンス番号uは、代替として、シンボルシーケンス番号
、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1
つまたは複数を示すことができる。詳細は本明細書には記載されない。
【０２５５】
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【０２５６】
　基地局は、ルートシーケンス番号uを使用してすべてのセルIDグループ番号を示すこと
ができる（表7参照）か、またはセルIDグループ番号を示すことができない（表8参照）か
、いくつかのセルIDグループ番号のみを示すことができることに留意されたい。たとえば
、ルートシーケンス番号uはいくつかのセルIDグループ番号を示し、MIBは他のセルIDグル
ープ番号を示す。同様に、MIBだけがセルIDグループ番号を示すことができるが、ルート
シーケンス番号uは（表8に示されたように）セルIDグループ番号を示さない。
【０２５７】
　セルIDグループ番号がMIBを使用して示され、3つのセルIDグループ番号が存在する場合
、MIBが00のとき、それはセルIDグループ番号が0であることを示し、MIBが01のとき、そ
れはセルIDグループ番号が1であることを示し、MIBが10のとき、それはセルIDグループ番
号が2であることを示す。
【０２５８】
　さらに、信号送信の信頼性を向上させるために、基地局は、セルIDグループ番号に対応
するMIBパイロットを使用し、MIBパイロットの初期値は、
【数２】

であり、ここで、
【数３】

はセルIDグループ番号であり、
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【数４】

であり、ここで、nsはタイムスロット番号である。
【０２５９】
　以下では、基地局が物理セル識別子PCIをどのように示すかを記載する。
【０２６０】
　PCIは、異なるセルを区別するために使用され、セルIDグループ番号およびセルIDによ
って示される。基地局は、ルートシーケンス番号uおよび／またはマスタ情報ブロックMIB
を使用してセルIDグループ番号を示すことができ、基地局は、SSSシーケンスセット1また
はSSSシーケンスセット2のうちの1つを使用してセルIDを示すことが、前述の表7から分か
る。
【０２６１】
　ステップ502：端末が、1次同期信号PSSおよび2次同期信号SSSを含むフレームを受信し
、PSSシーケンスのルートシーケンス番号を取得するために、PSSに対してブラインド検出
を実行する。
【０２６２】
　具体的には、端末は、表7のルートシーケンス番号uの値0～35を別々に前述の式（1）に
代入し、計算を介して、各ルートシーケンス番号に対応する（62個の要素を含む）PSSシ
ーケンスを取得する。端末は、計算を介して取得されたPSSシーケンスおよびブラインド
検出を介して取得されたPSSシーケンスに対して相関検出を実行し、ルートシーケンス番
号uの値0～35の中で最も強い相関を有するPSSシーケンスに対応するルートシーケンス番
号を取得し、ルートシーケンス番号は受信されたPSSシーケンスのルートシーケンス番号
である。
【０２６３】
　ステップ503：端末が、テーブルを照会することにより、PSSシーケンスのルートシーケ
ンス番号に基づいて、時間領域におけるPSSおよびSSSの位置情報を取得する。たとえば、
セルIDグループ番号およびシンボルシーケンス番号は、前述の表7を照会することによっ
て取得される。
【０２６４】
　基地局は、ルートシーケンス番号uを使用して、セルIDグループ番号およびシンボルシ
ーケンス番号を示すことができることに留意されたい。基地局は、代替として、ルートシ
ーケンス番号uを使用してシンボルシーケンス番号のみを示し、PSSシーケンスを使用して
セルIDグループ番号を示すことができる。この場合、端末は、前述の表8を照会すること
によって対応するシンボルシーケンス番号を取得し、ルートシーケンス番号に対応するPS
Sシーケンスに基づいてセルIDグループ番号を特定する。
【０２６５】
　加えて、基地局は、代替として、PSSシーケンスのルートシーケンス番号uを使用して、
サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つ
または複数を示すことができる。この場合、端末は、対応するエントリを照会することに
より、対応するサブフレーム番号および／またはフレーム番号および／またはビーム番号
および／またはビームグループ番号を取得する。詳細は本明細書には記載されない。
【０２６６】
　ステップ504：端末が、2次同期信号SSSを検出し、SSSを使用してセルIDを特定し、さら
にセルIDおよび（ステップ503で取得された）セルIDグループ番号を使用して、物理セル
識別子PCIを特定する。
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　実施形態4
　既存の通信システム、たとえば、LTEシステムでは、サブキャリア間隔は固定されてい
る。しかしながら、将来の通信システム、たとえば、5G通信システムでは、サブキャリア
間隔は固定されていなくてもよい。固定されていないサブキャリア間隔の場合、従来技術
は、基地局がサブキャリア間隔をどのように示すか、端末がサブキャリア間隔をどのよう
に特定するかに関する問題を解決しない。本発明の実施形態2は、その問題を解決するた
めの方法を提供する。
【０２６８】
　以下では、図7を参照して、本発明の実施形態4によるダウンリンクデータ送受信方法を
詳細に記載する。
【０２６９】
　ステップ701：基地局が、第1の信号の1次同期信号PSSのシーケンスに基づいて、チャネ
ルのサブキャリア間隔を示す。
【０２７０】
　一例では、基地局は、PSSシーケンスに対応するルートシーケンス番号に基づいて、チ
ャネルのサブキャリア間隔を示す。
【０２７１】
　さらに、PSSおよびSSSは同じシンボルにマッピングされ、そのシンボルはOFDMシンボル
である。
【０２７２】
　具体的には、PSSシーケンスはルートシーケンス番号と1対1の対応関係にある。言い換
えれば、1つのPSSシーケンスは1つのルートシーケンス番号に対応し、PSSシーケンスの数
はルートシーケンス番号の数と同じである。たとえば、36個のシーケンスが存在する場合
、36個のルートシーケンス番号が存在する。各PSSは62個のサブキャリアにマッピングさ
れるので、各PSSシーケンスは62個の要素を有する。PSSおよびPSSとルートシーケンスと
の間の関係に関する詳細については、式（1）および関連する内容についての説明を参照
されたい。
【０２７３】
　加えて、基地局は、PSSのルートシーケンス番号uに基づいてサブキャリア間隔およびす
べてのセルIDグループ番号を示すことができる。あるいは、基地局は、PSSのルートシー
ケンス番号uに基づいてサブキャリア間隔およびいくつかのセルIDグループ番号を示すこ
とができ、マスタ情報ブロックMIBは他のセルIDグループ番号を示す。
【０２７４】
　基地局および端末は、表を使用することにより、ルートシーケンス番号uとサブキャリ
ア間隔との間の対応関係、または、ルートシーケンス番号、サブキャリア間隔、およびマ
スタ情報ブロックMIBの間の対応関係を記憶することに留意されたい。
【０２７５】
　さらに、信号送信の信頼性を向上させるために、基地局は、セルIDグループ番号に対応
するMIBパイロットを使用し、MIBパイロットの初期値は、
【数５】

であり、ここで、
【数６】

はセルIDグループ番号であり、
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【数７】

であり、ここで、nsはタイムスロット番号である。
【０２７６】
　以下では、基地局が物理セル識別子PCIをどのように示すかを記載する。
【０２７７】
　PCIは、異なるセルを区別するために使用され、セルIDグループ番号およびセルIDによ
って示される。基地局は、ルートシーケンス番号uおよび／またはマスタ情報ブロックMIB
を使用してセルIDグループ番号を示すことができ、基地局は、SSSシーケンスセット1また
はSSSシーケンスセット2のうちの1つを使用してセルIDを示す。
【０２７８】
　ステップ702：端末が、1次同期信号PSSおよび2次同期信号SSSを含むフレームを受信し
、PSSシーケンスのルートシーケンス番号を取得するために、PSSに対してブラインド検出
を実行する。
【０２７９】
　具体的には、端末は、表7のルートシーケンス番号uの値0～35を前述の式（1）に代入し
、計算を介して、各ルートシーケンス番号に対応する（62個の要素を含む）PSSシーケン
スを取得する。端末は、計算を介して取得されたPSSシーケンスおよびブラインド検出を
介して取得されたPSSシーケンスに対して相関検出を実行し、ルートシーケンス番号uの値
0～35の中で最も強い相関を有するPSSシーケンスに対応するルートシーケンス番号を取得
し、ルートシーケンス番号は受信されたPSSシーケンスのルートシーケンス番号である。
【０２８０】
　ステップ703：端末が、表を照会することにより、PSSシーケンスのルートシーケンス番
号に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を取得するか、または端末が、PSSのルート
シーケンス番号に基づいて、サブキャリア間隔およびセルIDグループ番号を取得する。
【０２８１】
　ステップ704：端末が、2次同期信号SSSを検出し、SSSを使用してセルIDを特定し、さら
にセルIDおよび（ステップ703で取得された）セルIDグループ番号を使用して、物理セル
識別子PCIを特定する。
【０２８２】
　実施形態5
　以下では、図8および図9を参照して、本発明の実施形態5によるダウンリンクデータ送
受信方法を詳細に記載する。
【０２８３】
　ステップ801：基地局が、第3の信号を使用して時間領域における第1の信号および／ま
たは第2の信号の位置情報を示し、第3の信号の位置は、時間領域における第1の信号およ
び／または第2の信号の位置情報に基づいて生成される。
【０２８４】
　具体的には、基地局は、第1の信号の1次同期信号PSS、第2の信号の2次同期信号SSS、お
よび第3の信号を含む複数の同期信号を送信し、第3の信号のシーケンスは、時間領域にお
ける第1の信号および第2の信号の位置情報、ならびにセルID（cell identity）に基づい
て生成される。
【０２８５】
　図9に示されたように、基地局は、サブフレーム、たとえば、サブフレーム1内の複数の
シンボル上で第1の信号のPSS、第2の信号のSSS、および第3の信号を送信し、各ビーム内
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場合、PSS、SSS、および第3の信号は、周波数領域内で周波数分割されている。
【０２８６】
　1次同期信号PSSのシーケンスはLTEにおけるPSSシーケンスであってもよく、2次同期信
号SSSのシーケンスはLTEにおける第1のSSSシーケンスグループまたは第2のSSSシーケンス
グループであってもよく、PSSシーケンスはセルIDグループ番号を示すために使用され、S
SSシーケンスはセルIDを示すために使用される。
【０２８７】
　一例では、第3の信号のシーケンスは、第1の信号の1次同期信号PSSおよび第2の信号の2
次同期信号SSSの位置情報に基づいて決定され、セルIDを使用してスクランブルされる。
【０２８８】
　別の例では、第3の信号のシーケンスは、セルIDに基づいて決定され、時間領域におけ
るPSSおよびSSSの位置情報を使用してスクランブルされる。
【０２８９】
　時間領域におけるPSSおよびSSSの位置情報は、シンボルシーケンス番号、サブフレーム
番号、フレーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数を
含む。
【０２９０】
　以下では、第3の信号のシーケンスが時間領域におけるPSSおよびSSSの位置情報に基づ
いて決定され、セルIDを使用してスクランブルされる例を使用して、第3の信号のシーケ
ンスをどのように生成するかを記載する。
【０２９１】
　第3の信号のシーケンスは、
【数８】

であり、ここで、uは第3の信号のシーケンスのルートシーケンス番号であり、NIDはセルI
Dであり、
【数９】

はスクランブリングシーケンスであり、fは第3の信号によって占有されたサブキャリアの
数の半分であり、たとえば、第3の信号によって占有されたサブキャリアの数が62である
場合、f＝31である。
【０２９２】
　第3の信号は、時間領域におけるPSSおよびSSSの位置情報が、PSSおよびSSSのシンボル
シーケンス番号、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、およびビームグループ
番号のうちの1つまたは複数であることを示し、それに対応して、ルートシーケンス番号u
の値も、シンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、およ
びビームグループ番号のうちの1つまたは複数である。たとえば、時間領域におけるPSSお
よびSSSの位置情報がシンボルシーケンス番号であることを第3の信号が示す場合、ルート
シーケンス番号uの値は0～11である。
【０２９３】
　式（2）において、スクランブリングシーケンス
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【数１０】

は、
【数１１】

であり、ここで、x（0）＝0、x（1）＝0、x（2）＝0、x（3）＝0、x（4）＝1であり、mod
はモジュロ関数である。
【０２９４】
　ステップ802：端末が、第1の信号のPSS、第2の信号のSSS、および第3の信号を含むフレ
ームを受信し、PSSシーケンスを取得するために第1の信号のPSSに対してブラインド検出
を実行し、PSSシーケンスに基づいてセルIDグループ番号を取得する。
【０２９５】
　ステップ803：端末が、SSSシーケンスを取得するために第2の信号のSSSを検出し、SSS
シーケンスに基づいてセルIDを取得する。
【０２９６】
　ステップ804：端末が、前述の式（3）を使用することにより、セルIDに基づいて、スク
ランブリングシーケンス

【数１２】

を取得する。端末が、式（2）を使用することにより、スクランブリングシーケンス
【数１３】

に基づいて、第3の信号のシーケンスを取得する。端末は、最も強い相関を有する第3の信
号のシーケンスに対応するルートシーケンスuを取得するために、第3の信号のシーケンス
に基づいて相関検出を実行する。端末は、ルートシーケンスuに基づいて時間領域におけ
る第1の信号のPSSおよび第2の信号のSSSの位置情報を取得し、たとえば、PSSおよびSSSの
シンボルシーケンス番号を取得する。したがって、第3の信号の位置は、時間領域におけ
る第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成されることが分かる。
【０２９７】
　まとめると、端末は、式（2）および式（3）を使用して第3の信号のシーケンスを取得
する。言い換えれば、基地局が、第3の信号を使用することにより、時間領域におけるPSS
およびSSSの位置情報がPSSおよびSSSのシンボルシーケンス番号であることを示す場合、
端末は、別々に計算を介して12個の第3の信号のシーケンスを取得するために、式（2）お
よび式（3）に0～11としてシンボルシーケンス番号を代入する。端末は、最も強い相関を
有する第3の信号のシーケンス、および第3の信号のシーケンスに対応するルートシーケン
ス番号を取得するために、端末によって検出された第3の信号のシーケンス、および計算
を介して取得された12個の第3の信号のシーケンスに対して相関検出を実行する。ルート
シーケンス番号は、時間領域におけるPSSおよびSSSの位置情報と1対1の対応関係にある。
たとえば、ルートシーケンス番号はシンボルシーケンス番号と1対1の対応関係にある。し
たがって、ルートシーケンス番号が相関演算に基づいて取得された場合、ルートシーケン
ス番号に対応するシンボルシーケンス番号を取得することができ、すなわち、時間領域に
おけるPSSおよびSSSの位置情報が取得される。
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【０２９８】
　実施形態6
　以下では、図10を参照して、本発明の実施形態6によるダウンリンクデータ送受信方法
を詳細に記載する。
【０２９９】
　ステップ1001：基地局が、第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を示し、
第3の信号の位置は、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報に
基づいて生成され、チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネル
および／または制御チャネルを含む。
【０３００】
　具体的には、基地局は、第1の信号の1次同期信号PSS、第2の信号の2次同期信号SSS、お
よび第3の信号を含む複数の同期信号を送信し、第3の信号のシーケンスは、時間領域にお
ける第1の信号および第2の信号の位置情報、ならびにセルID（cell identity）に基づい
て生成される。
【０３０１】
　図9に示されたように、基地局は、サブフレーム内の複数のシンボル上で第1の信号のPS
S、第2の信号のSSS、および第3の信号を送信し、各ビーム内の第3の信号は1つのシンボル
を占有し、たとえば、1つのOFDMシンボルを占有する。この場合、PSS、SSS、および第3の
信号は、周波数領域内で周波数分割されている。
【０３０２】
　1次同期信号PSSのシーケンスはLTEにおけるPSSシーケンスであってもよく、2次同期信
号SSSのシーケンスはLTEにおける第1のSSSシーケンスグループまたは第2のSSSシーケンス
グループであってもよく、PSSシーケンスはセルIDグループ番号を示すために使用され、S
SSシーケンスはセルIDを示すために使用される。
【０３０３】
　一例では、第3の信号のシーケンスは、第1の信号の1次同期信号PSSおよび第2の信号の2
次同期信号SSSの位置情報に基づいて決定され、セルIDを使用してスクランブルされる。
【０３０４】
　別の例では、第3の信号のシーケンスは、セルIDに基づいて決定され、時間領域におけ
るPSSおよびSSSの位置情報を使用してスクランブルされる。
【０３０５】
　以下では、第3の信号のシーケンスが時間領域におけるPSSおよびSSSの位置情報に基づ
いて決定され、セルIDを使用してスクランブルされる例を使用して、第3の信号のシーケ
ンスをどのように生成するかを記載する。
【０３０６】
　第3の信号のシーケンスについては、前述の式（2）および式（3）ならびに関連する内
容についての説明を参照されたい。
【０３０７】
　ステップ1002：端末が、第1の信号のPSS、第2の信号のSSS、および第3の信号を含むフ
レームを受信し、PSSシーケンスを取得するために第1の信号のPSSに対してブラインド検
出を実行し、PSSシーケンスに基づいてセルIDグループ番号を取得する。
【０３０８】
　ステップ1003：端末が、SSSシーケンスを取得するために第2の信号のSSSを検出し、SSS
シーケンスに基づいてセルIDを取得する。
【０３０９】
　ステップ1004：端末が、前述の式（3）を使用することにより、セルIDに基づいて、ス
クランブリングシーケンス
【数１４】
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を取得する。端末が、式（2）を使用することにより、スクランブリングシーケンス
【数１５】

に基づいて、第3の信号のシーケンスを取得する。端末は、最も強い相関を有する第3の信
号のシーケンスに対応するルートシーケンスuを取得するために、第3の信号のシーケンス
に基づいて相関検出を実行する。端末は、ルートシーケンスuに基づいてチャネルのサブ
キャリア間隔を取得する。したがって、第3の信号の位置は、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成されることが分かる。
【０３１０】
　以下では、引き続き、本発明の実施形態による送信端デバイスおよび受信端デバイスを
記載する。
【０３１１】
　図11は、本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第1の概略図である。送信端デ
バイスは、指示ユニット111および送信ユニット112を含む。
【０３１２】
　指示ユニット111は、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信
号との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の
位置情報を示すように構成される。
【０３１３】
　送信ユニット112は、第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するように構成
される。
【０３１４】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【０３１５】
　一例では、指示ユニット111は、第2の信号によって占有されたサブキャリアと第1の信
号によって占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシーケ
ンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情
報を示すようにさらに構成される。
【０３１６】
　一例では、指示ユニット111は、第2の信号によって占有されたシンボルと第1の信号に
よって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差に基づいて
、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すようにさらに構
成される。
【０３１７】
　一例では、指示ユニット111は、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1
の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差またはリソースブ
ロックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の
信号の位置情報を示すようにさらに構成される。
【０３１８】
　一例では、指示ユニット111は、第2の信号によって占有されたリソースブロックと第1
の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリソースブロ
ックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信
号の位置情報を示すようにさらに構成される。
【０３１９】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
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に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０３２０】
　図12は、本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第1の概略図である。受信端デ
バイスは、受信ユニット121、取得ユニット122、および特定ユニット123を含む。
【０３２１】
　受信ユニット121は、第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するように構成
される。
【０３２２】
　取得ユニット121は、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信
号との間の位置関係を取得するように構成される。
【０３２３】
　特定ユニット123は、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信
号との間の位置関係に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の
位置情報を特定するように構成される。
【０３２４】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係を取得するステップは、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係を取得するステップ
　である。
【０３２５】
　一例では、特定ユニット123は、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリア
と第1の信号によって占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシー
ケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置
情報を特定するようにさらに構成される。
【０３２６】
　一例では、特定ユニット123は、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第
1の信号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差
に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を特定する
ように構成される。
【０３２７】
　一例では、特定ユニット123は、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロ
ックと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差または
リソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／
または第2の信号の位置情報を示すように構成される。
【０３２８】
　一例では、特定ユニット123は、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロ
ックと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリ
ソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、時間領域における第1の信号および／ま
たは第2の信号の位置情報を特定するように構成される。
【０３２９】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０３３０】
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　図13は、本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第2の概略図である。送信端デ
バイスは、指示ユニット131および送信ユニット132を含む。
【０３３１】
　指示ユニット131は、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信
号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【０３３２】
　送信ユニット132は、第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信す
るように構成される。
【０３３３】
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０３３４】
　一例では、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の
位置関係は、具体的に、
　周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信号との間の相対的な位
置関係
　である。
【０３３５】
　一例では、指示ユニット131は、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリア
と第1の信号によって占有された対応するサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャ
リアシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成され
る。
【０３３６】
　一例では、指示ユニット131は、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第
1の信号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差
に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【０３３７】
　一例では、指示ユニット131は、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロ
ックと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差または
リソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すよ
うに構成される。
【０３３８】
　一例では、指示ユニット131は、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロ
ックと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリ
ソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すよう
に構成される。
【０３３９】
　図14は、本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第2の概略図である。受信端デ
バイスは、受信ユニット141、取得ユニット142、および特定ユニット143を含む。
【０３４０】
　受信ユニット141は、第1の信号および第2の信号を含むフレームを受信するように構成
される。
【０３４１】
　取得ユニット142は、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信
号との間の位置関係を取得するように構成される。
【０３４２】
　特定ユニット143は、周波数領域および／または時間領域における第1の信号と第2の信
号との間の位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成され
る。
【０３４３】
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　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０３４４】
　一例では、特定ユニット143は、具体的に、周波数領域および／または時間領域におけ
る第1の信号と第2の信号との間の相対的な位置関係に基づいて、チャネルのサブキャリア
間隔を特定するように構成される。
【０３４５】
　一例では、特定ユニット143は、具体的に、第2の信号によって占有されたサブキャリア
と第1の信号によって占有されたサブキャリアとの間の周波数差またはサブキャリアシー
ケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【０３４６】
　一例では、特定ユニット143は、具体的に、第2の信号によって占有されたシンボルと第
1の信号によって占有されたシンボルとの間の時間差またはシンボルシーケンス番号の差
に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【０３４７】
　一例では、特定ユニット143は、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロ
ックと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の周波数差または
リソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定す
るように構成される。
【０３４８】
　一例では、特定ユニット143は、具体的に、第2の信号によって占有されたリソースブロ
ックと第1の信号によって占有された対応するリソースブロックとの間の時間差またはリ
ソースブロックシーケンス番号の差に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定する
ように構成される。
【０３４９】
　図15は、本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第3の概略図である。送信端デ
バイスは、指示ユニット151および送信ユニット152を含む。
【０３５０】
　指示ユニット151は、第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報を示すように構成される。
【０３５１】
　送信ユニット152は、第1の信号および第2の信号を含むフレームを送信するように構成
される。
【０３５２】
　一例では、指示ユニット151は、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス
に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を示すよう
に構成される。
【０３５３】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０３５４】
　一例では、ルートシーケンス番号の値は、それに対応して、第1の信号および／または
第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フレーム番号、ビーム番号、
ビームグループ番号、およびセル識別グループ番号のうちの1つまたは複数に基づいて決
定される。
【０３５５】
　図16は、本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第3の概略図である。受信端デ
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バイスは、検出ユニット161および特定ユニット162を含む。
【０３５６】
　検出ユニット161は、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出するよ
うに構成される。
【０３５７】
　特定ユニット162は、第1の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報を特定するように構成される。
【０３５８】
　一例では、検出ユニット161は、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス
番号を取得するために第1の信号を検出するように構成され、特定ユニット162は、具体的
に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、時間領域における第1の
信号および／または第2の信号の位置情報を特定するように構成される。
【０３５９】
　一例では、検出ユニット161は、具体的に、第1の信号のシーケンスを取得するために第
1の信号を検出し、最も強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルート
シーケンス番号を取得するために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、な
らびにルートシーケンス番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づい
て計算を介して取得された第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行するように構
成される。
【０３６０】
　図17は、本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第4の概略図である。送信端デ
バイスは、指示ユニット171および送信ユニット172を含む。
【０３６１】
　指示ユニット171は、第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を
示すように構成される。
【０３６２】
　送信ユニット172は、第1の信号、第2の信号、およびチャネルを含むフレームを送信す
るように構成される。チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネ
ルおよび／または制御チャネルを含む。
【０３６３】
　一例では、指示ユニット171は、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス
番号に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を示すように構成される。
【０３６４】
　図18は、本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第4の概略図である。受信端デ
バイスは、検出ユニット181および特定ユニット182を含む。
【０３６５】
　検出ユニット181は、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を検出するよ
うに構成される。
【０３６６】
　特定ユニット182は、第1の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔を
特定するように構成される。
【０３６７】
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０３６８】
　一例では、検出ユニット181は、具体的に、第1の信号のシーケンスのルートシーケンス
番号に基づいて、チャネルのサブキャリア間隔を特定するように構成される。
【０３６９】
　一例では、検出ユニット181は、第1の信号のシーケンスを取得するために第1の信号を
検出し、最も強い相関を有する第1の信号、および第1の信号に対応するルートシーケンス
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番号を取得するために、検出を介して取得された第1の信号のシーケンス、ならびにルー
トシーケンス番号および第1の信号のシーケンスを生成するための式に基づいて計算を介
して取得された第1の信号のシーケンスに対して相関検出を実行するようにさらに構成さ
れる。
【０３７０】
　図19は、本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第5の概略図である。送信端デ
バイスは、指示ユニット191、送信ユニット192、および決定ユニット193を含む。
【０３７１】
　指示ユニット191は、第3の信号を使用して時間領域における第1の信号および／または
第2の信号の位置情報を示すように構成され、第3の信号の位置は、第1の信号および／ま
たは第2の信号の位置情報に基づいて生成される。
【０３７２】
　送信ユニット192は、第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを送信す
るように構成される。
【０３７３】
　一例では、決定ユニット193は、時間領域における第1の信号および／または第2の信号
の位置情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、セル識別情報を使用してスクラ
ンブリングを実行するように構成される。
【０３７４】
　一例では、決定ユニット193は、セル識別情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定
し、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を使用してスクラン
ブリングを実行するように構成される。
【０３７５】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０３７６】
　図20は、本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第5の概略図である。受信端デ
バイスは、受信ユニット2001、検出ユニット2002、および特定ユニット2003を含む。
【０３７７】
　受信ユニット2001は、第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受信
するように構成される。
【０３７８】
　検出ユニット2002は、第3の信号のシーケンスを検出するように構成され、第3の信号の
位置は、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成
される。
【０３７９】
　特定ユニット2003は、第3の信号のシーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号
および／または第2の信号の位置情報を特定するように構成される。
【０３８０】
　一例では、検出ユニット2002は、具体的に、セル識別情報を取得するために第1の信号
および／または第2の信号を検出するように構成され、特定ユニットは、具体的に、セル
識別情報に基づいてスクランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケンスを取
得するためにスクランブリングシーケンスに基づいて第3の信号を検出し、第3の信号のシ
ーケンスに基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を
特定するように構成される。
【０３８１】
　一例では、検出ユニット2002は、第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号の
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シーケンスを検出するようにさらに構成され、特定ユニットは、第3の信号のシーケンス
のルートシーケンス番号に基づいて、時間領域における第1の信号および／または第2の信
号の位置情報を特定するようにさらに構成される。
【０３８２】
　一例では、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報は、具体的
に、
　第1の信号および／または第2の信号のシンボルシーケンス番号、サブフレーム番号、フ
レーム番号、ビーム番号、およびビームグループ番号のうちの1つまたは複数
　である。
【０３８３】
　図21は、本発明の一実施形態による、送信端デバイスの第6の概略図である。送信端デ
バイスは、指示ユニット2101、送信ユニット2102、および決定ユニット2103を含む。
【０３８４】
　指示ユニット2101は、第3の信号を使用してチャネルのサブキャリア間隔を示すように
構成され、第3の信号の位置は、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の
位置情報に基づいて生成される。
【０３８５】
　送信ユニット2102は、第3の信号およびチャネルを含むフレームを送信するように構成
される。
【０３８６】
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０３８７】
　一例では、決定ユニット2103は、時間領域における第1の信号および／または第2の信号
の位置情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決定し、セル識別情報を使用してスクラ
ンブリングを実行するように構成される。
【０３８８】
　一例では、決定ユニット2103は、セル識別情報に基づいて第3の信号のシーケンスを決
定し、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報を使用してスクラ
ンブリングを実行するように構成される。
【０３８９】
　図22は、本発明の一実施形態による、受信端デバイスの第6の概略図である。受信端デ
バイスは、受信ユニット2201、検出ユニット2202、および特定ユニット2203を含む。
【０３９０】
　受信ユニット2201は、第1の信号、第2の信号、および第3の信号を含むフレームを受信
するように構成される。
【０３９１】
　検出ユニット2202は、第3の信号のシーケンスを検出するように構成され、第3の信号の
位置は、時間領域における第1の信号および／または第2の信号の位置情報に基づいて生成
される。
【０３９２】
　特定ユニット2203は、第3の信号のシーケンスに基づいてチャネルのサブキャリア間隔
を特定するように構成される。
【０３９３】
　チャネルは、ブロードキャストチャネルおよび／または共有チャネルおよび／または制
御チャネルを含む。
【０３９４】
　一例では、検出ユニット2202は、セル識別情報を取得するために第1の信号および／ま
たは第2の信号を検出するようにさらに構成され、特定ユニット2203は、セル識別情報に
基づいてスクランブリングシーケンスを取得し、第3の信号のシーケンスを取得するため
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基づいてチャネルのサブキャリア間隔を特定するようにさらに構成される。
【０３９５】
　一例では、特定ユニット2203は、第3の信号のシーケンスを取得するために第3の信号の
シーケンスを検出し、第3の信号のシーケンスのルートシーケンス番号に基づいて、チャ
ネルのサブキャリア間隔を特定するようにさらに構成される。
【０３９６】
　本発明に開示された内容を参照して記載された方法またはアルゴリズムのステップは、
ハードウェアによって実施されてもよく、プロセッサがソフトウェア命令を実行すること
によって実施されてもよいことを、当業者なら理解されよう。詳細は本明細書には記載さ
れない。
【０３９７】
　本発明の目的、技術的解決策、および有益な効果は、前述の具体的な実施形態において
さらに詳細に記載されている。前述の説明は本発明の具体的な実施形態にすぎず、本発明
の保護範囲を限定するものではないことを理解されたい。本発明の趣旨および原理内で行
われるいかなる修正、均等な置換、または改善も、本発明の保護範囲内に入るべきである
。
【符号の説明】
【０３９８】
　111　指示ユニット
　112　送信ユニット
　121　受信ユニット
　122　取得ユニット
　123　特定ユニット
　131　指示ユニット
　132　送信ユニット
　141　受信ユニット
　142　取得ユニット
　143　特定ユニット
　151　指示ユニット
　152　送信ユニット
　161　検出ユニット
　162　特定ユニット
　171　指示ユニット
　172　送信ユニット
　181　検出ユニット
　182　特定ユニット
　191　指示ユニット
　192　送信ユニット
　193　決定ユニット
　2001　受信ユニット
　2002　検出ユニット
　2003　特定ユニット
　2101　指示ユニット
　2102　送信ユニット
　2103　決定ユニット
　2201　受信ユニット
　2202　検出ユニット
　2203　特定ユニット
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